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営業外損益及び特別損失の計上、 

並びに平成 27年 12 月期業績予想と実績との差異に関するお知らせ 

当社は、営業外損益及び特別損失の計上、並びに平成 27 年２月 12 日に公表しました平成 27年 12月
期通期(平成 27 年１月１日～平成 27 年 12 月 31 日）の業績予想と本日公表の実績に差異が生じました
ことについて、下記のとおりお知らせいたします。 

記

１．営業外損益の発生及びその内容 

 連結子会社の財政状態等を勘案し、個別業績において、営業外収益として関係会社事業損失引当金戻
入額４千８百万円を計上し、営業外費用として貸倒引当金繰入額７千９百万円、債務保証引当金繰入額
７千万円を計上することといたしました。 

２．特別損失の発生及びその内容 

 一部の国外連結子会社において当初予測していた取引先からの受注が減少したことにより将来の回収
可能性を検討した結果、当初予測したキャッシュ・フローが見込めないため、固定資産の帳簿価額を回
収可能価額まで減損し、個別業績において関係会社株式評価損６千１百万円、連結業績において減損損
失１億２千２百万円を計上することといたしました。 

３. 平成 27年 12月期通期業績予想と本日公表の実績との差異 

（連結） 

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

前回発表予想 （A）
百万円

5,389 
百万円

80
百万円

160 
百万円

75 
円 銭

17. 84

実 績 値  （B） 5,131 △ 57 △ 36 △ 187 △ 44. 55 

増 減 額 （B－A） △ 257 △ 137 △ 196 △ 262 ―

増 減 率 （%） △ 4.8 ― ― ― ―

（ご参考）前期実績
（平成26年12月期）

4,817 △ 288 △ 303 △ 396 △ 94. 39 



（個別） 

売上高 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

前回発表予想 （A）
百万円

3,891 
百万円

142 
百万円

57 
円 銭

13. 56

実 績 値  （B） 3,851 △ 37 △ 139 △ 33. 25 

増 減 額 （B－A） △ 39 △ 179 △ 196 ―

増 減 率 （%） △ 1.0 ― ― ―

（ご参考）前期実績
（平成26年12月期）

3,807 △ 354 △ 418 △ 99. 58 

４．業績予想と実績との間に差異が生じた理由 

 （連結） 
   当連結会計期間において、売上高の差異につきましては、中国経済の減速やスマートフォン需要の伸

び鈍化の影響を受けたことで連結子会社を含む送風機事業部門の受注が減少しました。営業利益の差異
につきましては、円安による材料費上昇の圧力に対してコスト節減の取り組みをはかりましたものの、
当期中に十分な成果をあげるには至らず、売上高減少もあって営業損失となりました。経常利益の差異
につきましては、当社グループの持分法適用関連会社であるＲＳインベストメント株式会社の持分法投
資損失の戻りを見込んでおりましたが、当期において実現しなかったため、さらに、当期純利益の差異
につきましては「２. 特別損失の発生及びその内容」に記載のとおり、減損損失を計上することとした
ため、当期純利益は前回発表予想を下回ることとなりました。 

 （個別） 
   当会計期間の業績は、当初見込んでいた新製品の売上が十分な成果に至らなかったことに加え、円安

による材料費上昇の影響を受けたことなどにより営業利益は当初予想を下回ることとなりました。経常
利益につきましては、「１．営業外損益の発生及びその内容」に記載のとおり、関係会社事業損失引当金
戻入額、貸倒引当金繰入額、債務保証引当金繰入額を計上することとしたため、当期純利益につきまし
ては、「２. 特別損失の発生及びその内容」に記載のとおり関係会社株式評価損を計上することとしたた
め、前回発表予想を下回ることとなりました。 

以  上


